
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

２６Kami

た
だ
い
ま

No.１９０

　

こ
ん
に
ち
は
、
私
は
ヴ
ィ
ト

リ
ハ
ク
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

中
心
に
あ
る
小
さ
な
国
、
チ
ェ

コ
共
和
国
か
ら
の
交
換
留
学
生

で
す
。
今
、
私
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
と
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
高
知
工
科
大
学
で
勉

強
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
留
学
中
に
旅
行
も
す
る

と
決
め
て
、
ア
ジ
ア
を
選
び
、

７
つ
の
選
択
肢
（
国
）
か
ら
日

本
に
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

日
本
の
文
化
や
建
築
、
生
活
様

式
は
、
西
洋
と
と
て
も
違
い
が

あ
る
か
ら
で
す
。
人
々
も
と
て

も
親
切
で
、
買
い
物
な
ど
ど
ん

な
状
況
で
も
助
け
て
く
れ
る
の

で
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
私

は
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す

が
、
自
己
紹
介
が
や
っ
と
な
の

で
、
も
っ
と
話
せ
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

　

初
め
て
香
美
市
に
来
た
と
き
、

私
は
近
代
的
な
大
都
市
を
想
像

ヴ
ィ
ト
・
リ
ハ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ェ
コ
共
和
国

し
て
い
た
の
で
、
小
さ
な
田
舎

町
で
と
て
も
静
か
な
の
に
驚
き

ま
し
た
。
最
初
は
、
自
然
や
山

に
行
き
、
の
い
ち
動
物
公
園
や

龍
河
洞
を
見
ま
し
た
。
す
ぐ
に

日
本
人
以
外
の
友
達
も
で
き
、

ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
な
ど
、

多
く
の
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
、

カ
ラ
オ
ケ
や
温
泉
な
ど
に
も
行

き
ま
し
た
。
一
番
楽
し
か
っ
た

の
は
、
友
達
と
の
森
（
と
い
う

よ
り
ジ
ャ
ン
グ
ル
）
の
散
歩
で

す
。
日
本
に
は
ど
ん
な
危
険
な

動
物
が
い
る
ん
だ
ろ
う
と
探
し

な
が
ら
感
じ
た
恐
怖
を
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
の
国

に
は
、
危
険
な
動
物
が
お
ら
ず
、

森
に
行
く
こ
と
は
ご
く
普
通
な

の
で
、
心
臓
発
作
を
起
こ
す
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
く
ら
い

で
す
。
私
は
本
当
に
日
本
が
好

き
で
、
日
本
を
訪
れ
、
旅
行
す

る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
。

　

短
い
期
間
で
す
が
、
こ
こ
で

の
生
活
を
本
当
に
楽
し
ん
で
い

ま
す
し
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話

に
な
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

◆
第
15
回
土
佐
塩
の
道

30
㌔
う
ぉ
ー
く
募
集

『
美
し
い
日
本
の
道
歩
き
た
く

な
る
道
五
百
選
』
『
新
日
本
歩

く
道
紀
行
・
文
化
の
道
百
選
』

に
選
ば
れ
た
土
佐
塩
の
道
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

奥
物
部
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か

ら
、
赤
岡
海
岸
ま
で
の
30
㌔
コ

ー
ス
と
、
あ
ぐ
り
の
さ
と
ま
で

の
20
㌔
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
を

選
べ
ま
す
。

【
開
催
日
】
４
月
22
日
（
土
）

※

予
備
日　

４
月
23
日
（
日
）

【
集
合
場
所
】

赤
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

※

受
付　

６
時
30
分
～
７
時

【
参
加
費
】

８
０
０
０
円
（
弁
当
代
込
み
）

【
申
込
締
切
】
４
月
７
日(

金)

【
申
込
先
】

有
限
会
社
香
北
観
光
ト
ラ
ベ
ル

☎
59
・
３
３
９
３

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
美
市
観
光
協
会

☎
52
・
８
５
６
０

◆
び
ら
ふ
マ
ル
シ
ェ

　

び
ら
ふ
マ
ル
シ
ェ
は
『
新
た

な
香
北
町
美
良
布
の
魅
力
』
と

な
り
、
多
く
の
方
が
地
域
を
訪

れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

美
良
布
で
活
動
す
る
地
域
住
民

が
企
画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
可
愛
い
ア
ク
セ
サ
リ

ー
や
お
弁
当
、
お
菓
子
な
ど
、

27
店
舗
が
集
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

香
北
中
学
校
・

大
栃
中
学
校
・

県
内
高
校
の
制

服
の
回
収
・
有

償
提
供
を
行
う

『
制
服
リ
ユ
ー

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
も
併
せ
て

行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

掲　

示　

板

　　
(山田高校マンガ部)

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

広　

告

だ
さ
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
に
よ
り
、
内
容
が
変
更
・
中
止

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】

３
月
19
日(

日)

10
時
～
14
時

【
場
所
】

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
美
良
布
交

流
ス
ペ
ー
ス

健
康
セ
ン
タ
ー
セ
レ
ネ
広
場

【
問
い
合
わ
せ
先
】

美
良
布
地
区
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
推
進
協
議
会
事
務
局

び
ら
ふ
マ
ル
シ
ェ
担
当　

大
西

☎
52
・
９
７
０
８

088-833-7120(8:30 17:30 / ) 781-8010 4 12 7 [URL] http://www.tosaden.co.jp

保神社』が久保から分祀されたのであろう。

　寛政七年（１７９５）尾川村の久保大八盛臣が高

井にある高尾城下に、久保盛利以下の慰霊のため

法筐印塔と呼ばれる慰霊石塔を建立してある。ま

た、尾川村には、久保庄屋一族の墓地、久保大八

の墓石もあり、物部川筋の久保姓の家は、この一

族と考えられる。

　また、残った村人の手で階段状の田畑が造成さ

れているが、数十年を要したと想像される。鍬と

モッコでの再造成であり、高尾城址の小山には、

久保氏歴代の墓

域もあり、栄枯

盛衰、合戦で戦

死した者、山潮

（山崩れ)に流さ

れた者、藩から

切腹を命じられ

た者、村庄屋を

勤めた者など、

久保(窪)氏の一統

は、東祖谷村阿

佐庄にルーツが

あるように考え

る。

（香美市文化財保護審議会・岡村）

参照：『山田・南国伝説散歩』市原麟一郎著

　久保氏は、延文元年（１３５６）平教盛二男門脇

国盛の子孫である六代目阿佐門脇但馬守平貞吉が

東祖谷村阿佐庄から来て、堂床あたりを拓いたと

伝えられる。堂床から久保（物部町高井）に出て

拓き、木材資源を活用し豊かな村となっていたよ

うである。

 慶長六年（１６０１）浦戸城の藩主山内一豊の呼

び出しを受け、久保三郎左衛門重光が笹口番所役

を拝命したようである。近辺の有力者であった。

　江戸初期、久保分家は香北町尾川村西の川に堰

を築き井を引き、開拓した一族で、裕福な村庄屋

となっていた。

　天明八年（１７８８）７月２６日夜九ツ、集中豪

雨らしい大雨に、久保にあった番所役久保源兵衛

盛利の屋敷裏からの大崩落で、久保本家だけで２

８名が押し流された。「久保家の床の間の金の猫

と鶏の置物も藤原川に流れた」村人は、そのよう

に噂したそうである。

　久保村の田畑の大部分が流れたので、大庄屋か

ら藩庁の許可を得て宝町に村民が移転したと考え

られる。村人の生活が軌道に乗って、氏神様『久

ゆ

ほうきょういんとう

やましお

第３８回  久保神社（土佐山田町宝町一丁目）

保氏 延 教盛二男門脇

丁目）

▲久保神社（宝町一丁目）

１８７
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